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あらまし：受講生と教員の二者間のシャトル型テキストコミュニケーションツールである iConversationに
は，メッセージを作成する際に，文字色や大きさの設定，絵文字の挿入といった非言語情報を付加できる

装飾機能を実装している．本研究は，このツール上での非言語情報の実態解明や，その支援方法の模索を

目指す．本稿では，実際に作成されたメッセージを分析して，装飾機能に関する評価と今後の課題につい

て述べる． 
キーワード：シャトル型テキストコミュニケーション，ウェブアプリケーション，非言語情報 

 
1.   はじめに  
受講生と教員の二者間のシャトル型テキストコミ

ュニケーションツールである iConversation（以下，
iConと記す）では，メッセージを作成する際に文字
色や大きさの設定，絵文字の挿入といった非言語情

報を付加できる装飾機能を実装している．本研究で

はこれまでに，iConの使用において受講生はテキス
トメッセージに文字色や絵文字などの非言語情報を

付加する必要性を感じており，実際に非言語情報を

付加していたことを確認している(1)．本研究の一部

では，このツール上での非言語情報の実態解明や，

その支援方法の模索を目指す．本稿では，実際に作

成されたテキストメッセージを分析して，装飾機能

に関する評価と今後の課題について述べる． 
 

2.   iConversationについて  
iCon は毎回の授業にて教員と受講生が表 1 に示

すサイクルでテキストコミュニケーションを行う．

また受講生が作成するテキストメッセージに非言語

情報の付加を支援するメッセージ装飾機能を図 1に
示すように実装しているが，一つ一つの機能は筆者

らが推論して決定したものであり，その評価を試み

ていない． 
 

3.   メッセージ装飾機能の評価  
先行研究から受講生は非言語情報をテキストメッ

セージに付加することは推測できる．もし iConのメ
ッセージ装飾機能が実装されてない場合，受講生は

文字絵など文字の組合せを用いて非言語情報をテキ

ストメッセージに付加すると考えられる．その状況

において，メッセージ装飾機能を実装した場合，こ

れまで文字の組合せによる非言語情報の表現の一部

は装飾機能のいずれかに置き換わる可能性が考えら

れる．このとき，置き換わっていない非言語情報の

表現があれば，それは装飾機能に実装すべき表現と

判断できると筆者らは考えた． 
3.1   分析対象について  
そこで 2012年度～2014年度にA大学にて iConを

使用した 4科目 8クラスのうち，装飾機能の未実装
バージョンと実装バージョンの使用経験がある 2科
目 2クラスの受講生が作成したメッセージ 721件を
分析した．科目の種類はデータ分析を指導する科目

表 1 授業における iCon使用のサイクル 

タイミング 内容(太字部で iCon を使用) 

授業中 教員が授業を実施して受講生が参加する 

授業 

終了間際 

授業と 

授業の間 

授業 

開始時 

1 人ひとりの受講生が教員から個別に送信された

テキストメッセージを読む 

授業中 教員が授業を実施して受講生が参加する 
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とコンピュータリテラシーを指導する科目である． 
3.2   分析結果  
メッセージ装飾機能が未実装/実装時にテキスト

メッセージに含まれる文字の組合せによる非言語情

報を抽出し，装飾機能の絵文字に形が似ているもの

を分類した．なお，分類方法は①絵文字の特徴を複

数の箇条書きで定義，②非言語情報と定義を照らし

合わせ，③定義に一致した個数の多い絵文字に類似

すると判定，④一致した個数が多い絵文字が複数の

場合はそれぞれに類似すると判定した．その一部を

表 2に，分類した結果を表 3に示す．また分類した
非言語情報を含むメッセージの件数を表 4に示す．
表 4より実装後，文字の組合せによる非言語情報が

含まれたメッセージの件数は減少しているが，一部

の分類および，顔文字でない文字の組合せの非言語

情報を含むメッセージの件数は増加していることが

分かった．特に顔文字でない文字の組合わせによる

非言語情報を含むメッセージが増加していることか

ら，これらを装飾機能に実装する必要がある可能性

があるが，その詳細は明らかでないため更なる分析

が必要である． 
 
4.   おわりに  
本報告では，受講生と教員の二者間シャトル型テ

キストコミュニケーションツール「iCon」に実装し
たメッセージ装飾機能の利用状況を分析し評価した．

その結果，文字の組合せによる非言語情報が類似す

る絵文字に置き換えられていることを確認できた．

その一方で顔文字でない文字の組合せによる非言語

情報が実装後に増加していることから，これらを装

飾機能に実装する必要がある可能性を確認した．し

かしながら，評価できたのは絵文字だけで，文字色

や太字・斜体などの文字飾りは評価できていない．

今後も実践を継続したうえで，装飾機能の評価方法

を検討し改善点を探る． 
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表 3	
 
 

類似する文字列の組合せ 

絵
文
字
に
類
似
し
た
文
字
の
組
合
せ 

  

 
（＾V＾）/

 
(;ﾟДﾟ i|!) (σ´Д｀)σ 

 
（。。）

 
(；；) （TT） 

 
(-ω-｀*) 

 
（＊・ω・）ノ (*・ω・*)ノ (－ω－；） 

 
 

 
（・＋・）

 (－0－；） 

 ヽ(=´Д`=)ﾉ 

 ヽ( ;´Д｀)ﾉ 

 ヾ(o´∀｀o)ﾉ  (*´∀｀*) 

  

 (^ω^)/ (ﾉ)^ω^(ヾ) 

顔文字 
（×□×） (>_<) ＞＜ （=v=) m(_ _)m 

 ｍ（－－）ｍ 

顔文字でな

い文字の組

合せ 

 

表 4	
 文字の組合せによる非言語情報が 
含まれたメッセージ件数(n=721) 
絵文字による分類 

(※…実装時に増加） 

メッセージ装飾機能 

未実装時 実装時 

 6 6 

 1 0 

※  0 2 

 1 0 

 1 1 

※  0 1 

 6 0 

 19	
 5	
 

 1 0 

 1	
 0	
 

※  0	
 1	
 

 1	
 0	
 

 1	
 1	
 

 1	
 0	
 

 1 1 
分類できない顔文字 7	
 6	
 

※  482	
 558	
 

合計 529	
 582	
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